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告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
二
号 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
収
納
事
務
を
、
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
期
間
委
託
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四
丁
目
五

番
二
号 

株
式
会
社
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト 

代
表
取
締
役 

砂
長 

淳
洋 

受
託
者
の
住
所
、
名
称
及
び 

代 
 

表 
 

者 
 

氏 
 

名 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
税

事
務
所
、
埼
玉
県
川
口

県
税
事
務
所
、
埼
玉
県

朝
霞
県
税
事
務
所
、
埼

玉

県

川

越

県

税

事

務

所
、
埼
玉
県
春
日
部
県

税
事
務
所
及
び
埼
玉
県

越
谷
県
税
事
務
所
に
お

い
て
行
う
県
税
に
係
る

徴
収
金
の
収
納
事
務 

委 

託 

内 

容 

令
和
五
年
三
月
一
日
か

ら
令
和
七
年
二
月
二
十

八
日
ま
で 

 

委 

託 

期 

間 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
三
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
熊
谷
市
ほ
た
る
を
保
護
す
る
会 

二 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

柴
田 

忠
雄 

三 

主
た
る
事
務
所
及
び
そ
の
他
の
事
務
所
の
所
在
地 

 

イ 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
三
本
千
九
百
二
十
七
番
地
二 

 

ロ 

そ
の
他
の
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
江
川
四
百
二
十
九
番
地 

四 

更
新
後
の
認
定
の
有
効
期
間 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
三
日
か
ら
令
和
九
年
十
月
十
二
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
四
号 

 
所
沢
市
か
ら
所
沢
都
市
計
画
特
別
緑
地
保
全
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け

た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課

に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
五
号 

 
北
本
市
か
ら
北
本
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
六
号 

 
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
医
師
を
指
定
し
た
の
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十

九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 



村
井 

裕
子 

丹
羽 

克
樹 

大
関 

有
希
恵 

塚
原 

林
太
郎 

村
田 

敏
彦 

水
村 

早
織 

須
藤 

祐
正 

医
師
の
氏
名 

聴
覚
障
害 

聴
覚
障
害
、
平
衡
機
能

障
害 

平
衡
機
能
障
害
、
音

声
・
言
語
機
能
障
害
、

肢
体
不
自
由 

視
覚
障
害 

視
覚
障
害 

視
覚
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

指
定
障
害
区
分 

耳
鼻
咽
喉
科 

耳
鼻
咽
喉
科 

脳
神
経
外
科 

眼
科 

眼
科 

眼
科 

内
科 診

療
科
名 

医
療
法
人
慶
裕
会
わ
ら
び
駅

前
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

狭
山
ヶ
丘
駅
前
耳
鼻
咽
喉

科
ア
レ
ル
ギ
ー
科 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉

県
立
病
院
機
構
埼
玉
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー 

と
だ
眼
科 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心

会
埼
玉
石
心
会
病
院 

医
療
法
人
時
和
会
中
園
医

院 春
日
部
市
立
医
療
セ
ン
タ

ー 

医
療
機
関
の
名
称 

蕨
市
塚
越
一
―
六
―
十
四

第
一
商
事
ビ
ル
二
階 

所
沢
市
東
狭
山
ヶ
丘
一
―

三
―
一
ソ
レ
イ
ユ
狭
山
ヶ
丘

百
三 

北
足
立
郡
伊
奈
町
小
室
七

百
八
十 

戸
田
市
中
町
一
―
十
五
―

四
十
七 

狭
山
市
入
間
川
二
―
三
十

七
―
二
十 

狭
山
市
狭
山
台
四
―
三
―

六 春
日
部
市
中
央
六
―
七
―

一 

医
療
機
関
の
所
在
地 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
四
年
四
月
一
日 

指
定
年
月
日 

 



小
野
寺 

康
暉 

塚
本 

康
司 

永
岡 

右
章 

前
田 

拓
郎 

石
濱 

寛
子 

村
岡 

賴
憲 

黒
田 

健
斗 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

聴
覚
障
害 

脳
神
経
外
科 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
科 

脳
神
経
外
科 

一
般
内
科
、
膠
原

病
ア
レ
ル
ギ
ー
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

耳
鼻
咽
喉
科 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉

県
立
病
院
機
構
埼
玉
県
立

循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ

ー 国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
病
院 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
埼
玉
病
院 

医
療
法
人
社
団
武
蔵
野
会

新
座
志
木
中
央
総
合
病
院 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
埼
玉
病
院 

医
療
法
人
社
団
愛
友
会
上

尾
中
央
総
合
病
院 

医
療
法
人
社
団
仁
桜
会
飯

能
駅
前
耳
鼻
咽
喉
科 

熊
谷
市
板
井
千
六
百
九
十

六 所
沢
市
並
木
四
―
一 

和
光
市
諏
訪
二
―
一 

新
座
市
東
北
一
―
七
―
二 

和
光
市
諏
訪
二
―
一 

上
尾
市
柏
座
一
―
十
―
十 

飯
能
市
仲
町
十
二
―
十
飯

能
サ
ン
プ
ラ
ザ
一
階 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

 



須
田 

健 

井
上 

大
輔 

宮
田 

幸
雄 

黒
木 

崇
文 

中
澤 

達 

高
峰 

裕
介 

笠
倉 

至
言 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機

能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

肢
体
不
自
由
、
じ
ん
臓

機
能
障
害 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

外
科 

内
科 

腎
臓
内
科 

循
環
器
内
科 

外
科
、
消
化
器
外

科
、
血
管
外
科
、

内
科 

脳
神
経
外
科 

脳
血
管
内
治
療
科 

医
療
法
人
社
団
武
蔵
野
会

新
座
志
木
中
央
総
合
病
院 

医
療
法
人
啓
仁
会
川
島
ク

リ
ニ
ッ
ク 

社
会
医
療
法
人
社
団
斉
山

巨
樹
の
会
新
久
喜
総
合
病

院 一
般
社
団
法
人
巨
樹
の
会

所
沢
明
生
病
院 

社
会
医
療
法
人
社
団
堀
ノ

内
病
院 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
西
埼
玉
中
央
病
院 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉

県
立
病
院
機
構
埼
玉
県
立

循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ

ー 

新
座
市
東
北
一
―
七
―
二 

比
企
郡
川
島
町
伊
草
九
十

六
―
一 

久
喜
市
上
早
見
四
百
十
八

―
一 

所
沢
市
山
口
五
千
九
十
五 

新
座
市
堀
ノ
内
二
―
九
―

三
十
一 

所
沢
市
若
狭
二
―
千
六
百

七
十
一 

熊
谷
市
板
井
千
六
百
九
十

六 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

 



金
古 

善
明 

武
藤 

里
佳 

黒
澤 

明 

芳
沢 

昌
栄 

岡
崎 

直
人 

瀧
田 

尚
仁 

田
巻 

佐
和
子 

心
臓
機
能
障
害 

音
声
・
言
語
機
能
障

害
、
そ
し
ゃ
く
機
能
障

害
、
肢
体
不
自
由 

肝
臓
機
能
障
害 

免
疫
機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機

能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機

能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機

能
障
害 

内
科 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
科 

内
科 

血
液
膠
原
病
内
科 

消
化
器
外
科 

外
科 

消
化
器
外
科 

医
療
法
人
社
団
秀
栄
会
所

沢
第
一
病
院 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心

会
埼
玉
石
心
会
病
院 

医
療
法
人
さ
く
ら
さ
く
ら
記

念
病
院 

医
療
法
人
啓
仁
会
所
沢
ロ

イ
ヤ
ル
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー 

医
療
法
人
社
団
愛
友
会
三

郷
中
央
総
合
病
院 

秩
父
市
立
病
院 

所
沢
市
下
安
松
千
五
百
五

十
九
―
一 

狭
山
市
入
間
川
二
―
三
十

七
―
二
十 

富
士
見
市
水
谷
東
一
―
二

十
八
―
一 

所
沢
市
北
野
三
―
一
―
十

一 日
高
市
山
根
千
三
百
九
十

七
―
一 

三
郷
市
中
央
四
―
五
―
一 

秩
父
市
桜
木
町
八
―
九 

令
和
五
年
四
月
一
日 

令
和
五
年
四
月
一
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

令
和
五
年
二
月
十
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
七
号 

 
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
埼
玉
県
規
則
第

三
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 



福
井 

太
郎 

坂
口 

雄
介 

溝
上 

達
朗 

布
施 

滋 

玉
置 

裕
一
郎 

高
濱 

晶
彦 

医
師
の
氏
名 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能
障

害 聴
覚
障
害 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

指
定
障
害
区
分 

社
会
医
療
法
人
ジ
ャ
パ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
東
埼
玉
総
合
病
院 

医
療
法
人
恵
養
会
坂
口
耳
鼻
咽
喉
科 

熊
谷
外
科
病
院 

医
療
法
人
啓
仁
会
所
沢
ロ
イ
ヤ
ル
病
院 

一
般
社
団
法
人
巨
樹
の
会
所
沢
明
生
病
院 

愛
善
会
所
沢
整
形
外
科 

医
療
機
関
の
名
称 

幸
手
市
吉
野
五
百
十
七
―
五 

所
沢
市
西
所
沢
一
―
二
十
三

―
三
階 

熊
谷
市
佐
谷
田
三
千
八
百
十

一
―
一 

所
沢
市
北
野
三
―
一
―
十
一 

所
沢
市
山
口
五
千
九
十
五 

所
沢
市
宮
本
町
一
―
十
五
―

六 

医
療
機
関
の
所
在
地 

令
和
四
年
十
月
一
日 

令
和
四
年
八
月
一
日 

令
和
四
年
七
月
七
日 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日 

令
和
四
年
二
月
二
十
八
日 

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日 

辞
退
年
月
日 



根
本 

文
夫 

金
井 

弘
次 

加
藤 

浩 

足
立 

英
雄 

沖
下 

卓
也 

秋
葉 

春
彦 

大
野 
洋
一 

肢
体
不
自
由 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

肢
体
不
自
由 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能
障

害 心
臓
機
能
障
害 

肢
体
不
自
由 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

根
本
整
形
外
科
医
院 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
埼
玉
石
心
会

病
院 

加
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク 

あ
だ
ち
医
院 

社
会
医
療
法
人
社
団
巨
樹
の
会
新
久
喜
総

合
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

坂
戸
市
日
の
出
町
二
―
十
六 

狭
山
市
入
間
川
二
―
三
十
七

―
二
十 

秩
父
市
宮
側
町
十
二
―
十
二 

深
谷
市
上
柴
町
東
五
―
十
五

―
十
四 

久
喜
市
上
早
見
四
百
十
八
―

一 入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

三
十
八 

入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

三
十
八 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
日 

令
和
四
年
十
二
月
十
六
日 

令
和
四
年
十
二
月
十
四
日 

令
和
四
年
十
二
月
七
日 

令
和
四
年
十
二
月
六
日 

令
和
四
年
十
二
月
一
日 

    

  

  

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

腎
臓
内
科
、
人
工
透
析
科 

腎
臓
内
科 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心

会
さ
や
ま
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団
愛
友
会
上

尾
中
央
総
合
病
院 



  

杉
田 

公
一 

新
井 

治
男 

相
楽 

達
男 

聴
覚
障
害
、
平
衡
機
能

障
害
、
音
声
・
言
語
機

能
障
害
、
そ
し
ゃ
く
機

能
障
害 

肢
体
不
自
由 

心
臓
機
能
障
害 

医
療
法
人
社
団
公
信
会
杉

田
耳
鼻
咽
喉
科 

新
井
整
形
外
科 

医
療
法
人
三
愛
会
イ
ム
ス

三
郷
ク
リ
ニ
ッ
ク 

戸
田
市
下
前
一
―
九
―
二
十
二 

羽
生
市
藤
井
上
組
千
九 

三
郷
市
采
女
一
―
百
二
―
二 

令
和
四
年
十
二
月
三
十
日 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
七
日 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
三
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
八
号 

 
富
士
見
市
か
ら
富
士
見
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
九
号 

 
吉
川
市
か
ら
越
谷
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
号 

 
吉
川
市
か
ら
越
谷
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付

を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都

市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
一
号 

 
吉
川
市
か
ら
越
谷
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
百
九
十
二
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称 

 
 

群
馬
県
藤
岡
市
鬼
石
五
百
二
十
二
番
地 

永
田
商
事
株
式
会
社 

二 

取
消
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
日 

 



告

示 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

昌 

行 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

上
尾
蓮
田
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新 旧 

旧 

新 
別 

上
尾
市
二
ツ
宮
九
七
九
番
四
地
先
か
ら
同
市

二
ツ
宮
九
八
〇
番
七
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

八
・
八
四
～
一
九
・
一
六 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
二
・
九
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

道
路
改
良
工
事
に
よ
る
。 

  

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

昌 

行 
 

 
 



 
上
尾
蓮
田
線 

路 
線 

名 

上
尾
市
二
ツ
宮
九
七
九
番
四
地
先
か
ら
同
市

二
ツ
宮
九
八
〇
番
七
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
五
年
二
月
十
七
日
付
け
埼
玉
県
北
本
県
土

整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号
で
告
示
し
た
道
路

予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
一
二
・
九
〇
メ
ー
ト
ル 

備 

考 



告

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

辻󠄀 
 

 

幸 

二 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 

百
四
十
号 

三 

道
路
の
区
域 



  

新 旧 

旧 

新 
別 

秩
父
市
荒
川
久
那
字
下
モ
屋
敷
三
七
八
〇
番

一
〇
地
先
か
ら
同
市
荒
川
上
田
野
字
上
下
石

原
七
番
一
〇
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

一
三
・
一
五
～
五
二
・
二
九 

敷
地
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル)

 

五
二
四
・
七
〇 

延 
 

 

長 

(

メ
ー
ト
ル)

 

令
和
二
年
九
月
十
八
日
付

け
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備

事
務
所
長
告
示
第
十
号
の

道
路
予
定
区
域
の
一
部
変

更
で
あ
る
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

 
 

 

幸 

二 
 

 



 

一
般
国
道
百
四
十
号 

路 
 

線 
 

名 

秩
父
市
荒
川
久
那
字
本
平
沢
三
七
五
四
番

九
地
先
か
ら
同
市
荒
川
上
田
野
字
上
下
石

原
七
番
一
〇
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係

図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。
） 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
五
年
二
月
十
七
日
付
け
埼
玉
県
秩
父
県

土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号
で
告
示
し
た

道
路
予
定
区
域
の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。
延

長
一
八
一
・
七
〇
メ
ー
ト
ル 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
七
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

高 
 

 

巌 
 

 
 

 



 

深
谷
嵐
山
線 

路
線
名 

深
谷
市
田
中
字
新
堀
五
八
六
番
一
地
先
か
ら 

同
市
田
中
字
新
堀
五
八
六
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
五
年
二
月
十
七
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埼玉県警察本部告示第23号 

 令和５年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類、令和５年度第１回埼玉県警察官（巡

査）採用試験Ⅱ類、令和５年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類、令和５年度埼玉県

警察官（巡査）採用試験国際捜査Ⅰ類、令和５年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験武 

道・体育指導Ⅰ類、令和５年度埼玉県警察官（巡査）採用試験サイバー犯罪捜査Ⅰ類及び令和

５年度埼玉県警察官（巡査）採用試験サイバー犯罪捜査Ⅱ類を次のとおり実施する。 

令和５年２月17日 

                        埼玉県警察本部長 鈴 木 基 之 

１ 試験の名称及び採用予定人員 

 (1) 令和５年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類 

     男性      190人 

女性      20人 

 (2) 令和５年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅱ類 

男性      10人 

女性      ５人 

 (3) 令和５年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類 

男性      10人 

女性      ５人 

 (4) 令和５年度埼玉県警察官（巡査）採用試験国際捜査Ⅰ類 

中国語      １人 

ベトナム語      １人 

トルコ語      ２人 

 (5) 令和５年度第１回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道・体育指導Ⅰ類 

柔道      ２人 

剣道      ２人 

 (6) 令和５年度埼玉県警察官（巡査）採用試験サイバー犯罪捜査Ⅰ類         

                                        ２人 

 (7) 令和５年度埼玉県警察官（巡査）採用試験サイバー犯罪捜査Ⅱ類 

                                        ２人 



２ 受験資格 

 (1) 日本国籍を有する者 

 (2) 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条の規定に該当しない者 

 (3) 民法の一部を改正する法律（平成11年法律第149号）附則第３条第３項の規定により従

前の例によることとされる準禁治産の宣告を受けていない者 

 (4) その他次表のとおり 

  ア 学歴・年齢 

試 験 区 分 学 歴 年 齢 

Ⅰ 類 

国 際 捜 査 Ⅰ 類 

武道・体育指導Ⅰ類 

サイバー犯罪捜査Ⅰ類 

１ 学校教育法（昭和22年法律第26

号）による大学を卒業又は令和６

年３月までに卒業見込みの者 

２ 前記１に該当する者と同等の資

格があると認められる者 

昭和63年４月２日以降

に生まれた者 

Ⅱ 類 

サイバー犯罪捜査Ⅱ類 

１ 学校教育法による短期大学又は

専修学校（２年制以上の専門課程

で年間授業時数が680時間以上の

ものに限る。）を卒業又は令和６

年３月までに卒業見込みの者 

２ 学校教育法による大学に２年以

上在学し、かつ、62単位以上修得

した者又は令和６年３月までにこ

れらの要件を満たす見込みの者（

Ⅰ類に該当する者を除く。） 

３ 前記１又は２に該当する者と同

等の資格があると認められる者 

昭和63年４月２日から

平成16年４月１日まで

に生まれた者 

   Ⅲ 類 Ⅰ類及びⅡ類に該当しない者 昭和63年４月２日から

平成17年４月１日まで

に生まれた者 

     イ その他 



国 際 捜 査 Ⅰ 類 語学（受験言語）に堪
たん

能な者 

武道・体育指導Ⅰ類 柔道又は剣道に卓越した技術を有する、段位が四段（大学

卒業見込みの者にあっては三段）以上の者 

サイバー犯罪捜査Ⅰ類 

サイバー犯罪捜査Ⅱ類 

独立行政法人情報処理推進機構が実施する経済産業省認定の情

報処理技術者試験（情報セキュリティマネジメント試験及びＩ

Ｔパスポート試験を除く。）に合格している者及び合格する見

込みの者又は情報処理安全確保支援士となる資格を有する者及

び有する見込みの者 

３ 試験の方法 

 (1) 第１次試験 

  ア 試験種目 

   (ｱ) Ⅰ類、Ⅱ類、Ⅲ類及び武道・体育指導Ⅰ類  

     教養試験及び論文（作文）試験とする。 

     なお、論文（作文）試験の評価は第２次試験において行う。 

   (ｲ) 国際捜査Ⅰ類、サイバー犯罪捜査Ⅰ類及びサイバー犯罪捜査Ⅱ類 

     専門試験Ⅰ及び論文試験とする。 

     なお、論文試験の評価は第２次試験において行う。 

  イ 加点  

    Ⅰ類、Ⅱ類又はⅢ類を受験する者のうち、第１次試験当日において次表に掲げる資格

等を有しているものについては、申請に基づき審査を行い、加点する。 

資格・経歴区分 種 別 試験名称等 加点対象基準 

武  道 

 

 

空 手 道 全日本空手道連盟認定 初段以上 

日本拳法 日本拳法全国連盟認定 

柔 道 講道館認定 

 

 

剣 道 全日本剣道連盟認定  

合 気 道 合気会認定 

情  報 情報処理  独立行政法人情報処理推進機構が実施 左記の試験に



  

する経済産業省認定の情報処理技術者

試験及び情報処理安全確保支援士とな

る資格 

合格し、又は

資格を有する

もの 

財 務  財 務  日商簿記検定  ２級以上  

語 学 

 

英 語 実用英語技能検定 ２級以上 

ＴＯＥＩＣ（※） 600点以上 

ＴＯＥＦＬ（ｉＢＴ）（※） 62点以上 

国際連合公用語英語検定試験 Ｃ級以上 

中 国 語 中国語検定試験 ３級以上 

漢語水平考試（ＨＳＫ） ４級以上 

中国語コミュニケーション能力検定試験 400点以上 

韓 国 語 ハングル能力検定試験 準２級以上 

韓国語能力試験 ４級以上 

ベトナム語 実用ベトナム語技能検定試験 ４級以上 

経 歴 スポーツ経歴 

国民体育大会、全日本学生選手権大

会、全国高等学校総合体育大会、全

国高等学校野球選手権大会、全国高

等学校選抜等大会及び選抜高等学校

野球大会 

中学校を卒業

後に、左記の

いずれかの大

会に選手とし

て出場経験が

あり、その証

明ができるも

の 

※ 第１次試験日から２年以内に実施された試験のスコアを有効とする。 

 (2) 第２次試験 

  ア 試験種目 

   (ｱ) Ⅰ類、Ⅱ類、Ⅲ類及び武道・体育指導Ⅰ類 

     身体検査、体力検査及び人物試験とする。 

   (ｲ) 国際捜査Ⅰ類、サイバー犯罪捜査Ⅰ類及びサイバー犯罪捜査Ⅱ類 

     身体検査、体力検査、人物試験及び専門試験Ⅱとする。 



４ 試験の月日、会場及び合格発表  

試験 月  日 会  場 合格発表日時  合格発表の方法 
     

第 

一 

次 

試 

験 

５月14日（日）  埼玉県内のいずれか

の施設で行う。 

 詳細は、別途埼玉県

警察ホームページに掲

示する。 

５月26日（金） 

午前10時 

 合格者に文書で通

知するほか、合格者

の受験番号を埼玉県

警察ホームページに

発表日の午前10時か

ら７日間掲示する。 
     

第 

二 

次 

試 

験 

 ６月３日（土）から６月５日（月）ま

でのいずれか１日及び６月17日（土）か

ら７月２日（日）までのいずれか１日

に、埼玉県内のいずれかの施設で行う。

ただし、１都６県（東京都、埼玉県、千

葉県、神奈川県、茨城県、栃木県及び群

馬県）以外に居住する者のうち希望する

ものは、身体検査に代えて医療機関で実

施した健康診断結果を埼玉県警察採用セ

ンターに提出することができる。 

 詳細は、別途埼玉県警察ホームページ

に掲示する。 

８月18日（金） 

午前10時 

 

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

 (1) 職の概要 

   個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

取締りその他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 

 (2) 給与 

  ア 令和５年１月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、次表のとおりである。 

区 分 
採用（入校）時の初任給 

（100円未満切捨て） 



Ⅰ 類  

国 際 捜 査 Ⅰ 類 

武道・体育指導Ⅰ類 

サイバー犯罪捜査Ⅰ類 

244,400円 

Ⅱ 類 

サイバー犯罪捜査Ⅱ類 
233,200円 

Ⅲ 類   214,600円 

  イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算されることがある。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する場合は、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

  エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 

６ 採用の方法 

   合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 

   採用の時期は、令和５年10月１日（日）以降の予定である。ただし、Ⅰ類の大学卒業見込

者、Ⅱ類の短期大学又は専修学校の卒業見込者、国際捜査Ⅰ類、武道・体育指導Ⅰ類、サイ

バー犯罪捜査Ⅰ類及びサイバー犯罪捜査Ⅱ類は、令和６年４月１日（月）以降の予定である。 

７ 受験手続 

 (1) 試験案内の入手方法 

   試験案内は、埼玉県警察採用センター、県内各警察署等において、令和５年３月１日（ 

  水）から配布する。 

   また、埼玉県警察ホームページにおいて、令和５年３月１日（水）から閲覧及びダウン 

  ロードが可能となる。    

 (2) 申込方法 

   インターネットにより、埼玉県電子申請・届出サービスにおいて、必要事項を入力の上、

申し込むこと。 

 (3) 受付期間 

令和５年３月１日（水）午前９時から４月７日（金）午後５時までの間 

 (4) その他 

インターネットで申込みができない場合は、埼玉県警察採用センター宛て問い合わせる



こと。 

８ 試験についての問合せ先 

  埼玉県警察採用センター 

  さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

  埼玉県警察職員採用フリーダイヤル（0120-373514） 



埼玉県警察本部告示第24号 

 令和５年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類、令和５年度第２回埼玉県警察官（巡

査）採用試験Ⅱ類、令和５年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類及び令和５年度第２

回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道・体育指導Ⅰ類を次のとおり実施する。 

令和５年２月17日 

                        埼玉県警察本部長 鈴 木 基 之   

１ 試験の名称及び採用予定人員 

 (1) 令和５年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類 

男性       17人 

女性      10人 

 (2) 令和５年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅱ類 

男性      ５人 

女性      ３人 

 (3) 令和５年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類 

男性      75人 

女性      10人 

 (4) 令和５年度第２回埼玉県警察官（巡査）採用試験武道・体育指導Ⅰ類 

柔道      ２人 

剣道      １人 

２ 受験資格 

 (1) 日本国籍を有する者 

 (2) 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条の規定に該当しない者 

 (3) 民法の一部を改正する法律（平成11年法律第149号）附則第３条第３項の規定により従 

  前の例によることとされる準禁治産の宣告を受けていない者 

 (4) その他次表のとおり 

  ア 学歴・年齢 

試 験 区 分 学 歴 年 齢 
   

Ⅰ 類 １ 学校教育法（昭和22年法律第26 昭和63年４月２日以降



武道・体育指導Ⅰ類 号）による大学を卒業又は令和６

年３月までに卒業見込みの者 

２ 前記１に該当する者と同等の資

格があると認められる者 

に生まれた者 

   

Ⅱ 類 １ 学校教育法による短期大学又は

専修学校（２年制以上の専門課程

で年間授業時数が680時間以上の

ものに限る。）を卒業又は令和６

年３月までに卒業見込みの者 

２ 学校教育法による大学に２年以

上在学し、かつ、62単位以上修得

した者又は令和６年３月までにこ

れらの要件を満たす見込みの者（

Ⅰ類に該当する者を除く。） 

３ 前記１又は２に該当する者と同

等の資格があると認められる者 

昭和63年４月２日から

平成16年４月１日まで

に生まれた者 

Ⅲ 類 Ⅰ類及びⅡ類に該当しない者 昭和63年４月２日から

平成18年４月１日まで

に生まれた者 

  イ その他 

武道・体育指導Ⅰ類 柔道又は剣道に卓越した技術を有する、段位が四段（大学卒

業見込みの者にあっては三段）以上の者 

３ 試験の方法 

 (1) 第１次試験 

  ア 試験種目 

    教養試験及び論文（作文）試験とする。 

    なお、論文（作文）試験の評価は第２次試験において行う。 

  イ 加点 

    Ⅰ類、Ⅱ類又はⅢ類を受験する者のうち、第１次試験当日において次表に掲げる資格 



   等を有しているものについては、申請に基づき審査を行い、加点する。 

資格・経歴区分 種 別 試験名称等 加点対象基準 

武  道 空 手 道 全日本空手道連盟認定 初段以上 

日本拳法 日本拳法全国連盟認定 

柔 道 講道館認定 

剣 道 全日本剣道連盟認定 

合 気 道 合気会認定 
    

情 報 

 

 

情報処理 

 

 

独立行政法人情報処理推進機構が実施

する経済産業省認定の情報処理技術者

試験及び情報処理安全確保支援士とな

る資格 

左記の試験に

合格し、又は

資格を有する

もの 
    

財 務 財 務 日商簿記検定 ２級以上 

語 学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英 語 実用英語技能検定 ２級以上 

ＴＯＥＩＣ（※） 600点以上 

ＴＯＥＦＬ（ｉＢＴ）（※） 62点以上 

国際連合公用語英語検定試験 Ｃ級以上 

中 国 語 中国語検定試験 ３級以上 

漢語水平考試（ＨＳＫ） ４級以上 

中国語コミュニケーション能力検定試験 400点以上 

韓 国 語 ハングル能力検定試験 準２級以上 

韓国語能力試験 ４級以上 

ベトナム語 実用ベトナム語技能検定試験 ４級以上 

経 歴 スポーツ経歴 

国民体育大会、全日本学生選手権大

会、全国高等学校総合体育大会、全国

高等学校野球選手権大会、全国高等学

校選抜等大会及び選抜高等学校野球

大会 

中学校を卒業

後に、左記の

いずれかの大

会に選手とし

て出場経験が

あり、その証 

   明ができるも



の 

※ 第１次試験日から２年以内に実施された試験のスコアを有効とする。 

 (2) 第２次試験 

   身体検査、体力検査及び人物試験とする。 

４ 試験の月日、会場及び合格発表 

試験 月  日 会  場 合格発表日時  合格発表の方法 

第
一
次
試
験 

９月17日（日）  埼玉県内のいずれか

の施設で行う。 

 詳細は、別途埼玉県

警察ホームページに掲

示する。 

10月２日（月） 

午前10時 

 合格者に文書で通

知するほか、合格者

の受験番号を埼玉県

警察ホームページに

発表日の午前10時か

ら７日間掲示する。 

第
二
次
試
験 

 10月７日（土）又は10月８日（日）のい

ずれか１日及び10月21日（土）から10月29

日（日）までのいずれか１日に、埼玉県内

のいずれかの施設で行う。ただし、１都６

県（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、

茨城県、栃木県及び群馬県）以外に居住す

る者のうち希望するものは、身体検査に代

えて医療機関で実施した健康診断結果を

埼玉県警察採用センターに提出すること

ができる。 

 詳細は、別途埼玉県警察ホームページに

掲示する。 

12月22日（金） 

午前10時 

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

 (1) 職の概要 

   個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

取締りその他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 

 (2) 給与 

  ア 令和５年１月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、次表のとおりである。 



区 分 
採用（入校）時の初任給 

（100円未満切捨て） 

Ⅰ 類 

武道・体育指導Ⅰ類 
244,400円 

Ⅱ 類 233,200円 

Ⅲ 類 214,600円 

  イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算されることがある。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する場合は、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

  エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 

６ 採用の方法 

   合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 

   採用の時期は、令和６年４月１日（月）以降の予定である。 

７ 受験手続 

 (1) 試験案内の入手方法 

   試験案内は、埼玉県警察採用センター、県内各警察署等において、令和５年３月１日（ 

  水）から配布する。 

   また、埼玉県警察ホームページにおいて、令和５年３月１日（水）から閲覧及びダウン 

  ロードが可能となる。 

 (2) 申込方法 

   インターネットにより、埼玉県電子申請・届出サービスにおいて、必要事項を入力の上、 

  申し込むこと。 

 (3) 受付期間 

    令和５年７月13日（木）午前９時から８月23日（水）午後５時までの間 

 (4) その他 

    インターネットで申込みができない場合は、埼玉県警察採用センター宛て問い合わせる  

   こと。 

８ 試験についての問合せ先 

  埼玉県警察採用センター 



  さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

  埼玉県警察職員採用フリーダイヤル（0120-373514） 



埼玉県警察本部告示第25号 

 令和５年度埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類（県外試験）及び令和５年度埼玉県警察官

（巡査）採用試験Ⅲ類（県外試験）を次のとおり実施する。 

  令和５年２月17日 

                        埼玉県警察本部長 鈴 木 基 之   

１ 試験の名称及び採用予定人員 

 (1) 令和５年度埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅰ類（県外試験） 

北海道（男性） ２人 

 宮城県（男性） ２人 

 (2) 令和５年度埼玉県警察官（巡査）採用試験Ⅲ類（県外試験） 

北海道（男性） ８人 

宮城県（男性） ８人 

２ 受験資格 

 (1) 日本国籍を有する者 

 (2) 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条の規定に該当しない者 

（3） 民法の一部を改正する法律（平成11年法律第149号）附則第３条第３項の規定により従

前の例によることとされる準禁治産の宣告を受けていない者 

 (4) その他次表のとおり 

試 験 区 分 学 歴 年 齢 

Ⅰ 類 １ 学校教育法（昭和22年法律第26号）

による大学を卒業又は令和６年３月ま

でに卒業見込みの者 

２ 前記１に該当する者と同等の資格が 

昭和63年４月２日以降

に生まれた者 

   

  あると認められる者  

Ⅲ 類 
 

Ⅰ類に該当しない者 
 

昭和63年４月２日から

平成18年４月１日まで

に生まれた者 
   

３ 試験の方法 



 (1) 第１次試験 

   教養試験及び論文（作文）試験とする。 

   なお、論文（作文）試験の評価は第２次試験において行う。 

 (2) 第２次試験 

   身体検査、体力検査及び人物試験とする。 

４ 試験の月日、会場及び合格発表 

 (1) 試験地 

 北海道及び宮城県（以下「地元道県」という。）において実施する。 

 (2) 試験の月日、会場及び合格発表 

試 験 月日及び会場 合 格 発 表           

第１次 

試 験 

 各地元道県と同一とす

る。 

 各地元道県の発表後、合格者に文書で通知す

る。 

第２次 

試 験 

 各地元道県の月日に合わ

せて各地元道県内で行う。 

 合格者に文書で通知するほか、合格者の受験

番号を埼玉県警察ホームページに発表日の午前

10時から７日間掲示する。 

５ 試験の対象となる職の概要及び給与 

 (1) 職の概要 

 個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

取締りその他公共の安全と秩序の維持の任務に従事する。 

 (2) 給与 

  ア 令和５年１月１日現在における初任給（地域手当を含む。）は、次表のとおりである。 

区 分 
採用（入校）時の初任給 

（100円未満切捨て） 

Ⅰ 類 244,400円 

Ⅲ 類 214,600円 

  イ 一定の経歴がある場合は、前記アの金額に所定の額が加算されることがある。 

  ウ 前記アのほか、支給要件に該当する場合は、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当等が支給される。 

  エ 採用時までに給与制度の改正があった場合は、それによる。 



６ 採用の方法 

  合格者は、採用のための意向確認後、欠員の状況等に応じて逐次採用される。 

  採用の時期は、令和６年４月１日（月）以降の予定である。 

７ 受験手続 

 (1) 受験申込用紙の入手方法 

試験案内及び申込書は、各地元道県の人事委員会事務局及び警察本部警務課において配

布する。 

 (2) 申込方法 

申込書に必要事項を記入の上、所定の機関に提出すること。 

 (3) 受付期間 

各地元道県と同一期間とする。 

８ その他 

 (1) この試験は、第１次試験の実施まで埼玉県警察本部と地元道県の人事委員会等が共同し

て行い、第１次試験の合格者の決定以降を埼玉県警察本部が行うものである。 

 (2) 試験についての問合せ先は、次のとおりである。 

   埼玉県警察採用センター 

   さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

   埼玉県警察職員採用フリーダイヤル（0120-373514） 
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